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①
医

・
歯
学
専
門
大
学
院

医
療
現
場
を
希
望
し
な
い
医
大
生
が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、
医
師

養
成
機
関
の
改
革
が
二
〇
〇
一
年
以
降
重
要
な
課
題
と
な
つ
た
。
検
討
の
結

果
、
従
来
の
知
識
中
心
型
の
医
師
で
は
な
く
、
実
技
能
力
や
患
者
と
の
対
話

能
力
な
ど
の
実
務
能
力
を
備
え
た
医
師
を
育
て
る
医

・
歯
学
専
門
大
学
院

四
年
制
、
医

・
歯
務
修
士
)
が
二
〇
〇
五
年
度
よ
り
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
専
門
大
学
院
へ
の
入
学
者
選
抜
で
は
、
入
学
希
望
者
に
義
務
付
け

ら
れ
た
医

・歯
学
教
育
適
性
試
験
と
、
大
学
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
面
接
や
筆

記
試
験
に
基
づ
き
、
合
否
が
判
定
さ
れ
る
。
適
性
試
験
の
結
果
は
大
学
別
に

約
三
〇
%
か
ら
七
〇
%
程
度
反
映
さ
れ
る
。

二
〇
〇
五
年
度
に
開
校
さ
れ
る
医

・
歯
学
専
門
大
学
院
は
、
全
部
で
八
校

で
あ
り
、
医
学

・
歯
学
を
合
わ
せ
て
五
〇
〇
名
の
定
員
募
集
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
激
し
い
受
験
競
争
を
勝
ち
抜
き
医

・
歯
学
部
に
入
学
し

た
学
業
優
秀
な
一
部
の
人
だ
け
で
な
く
、
本
当
に
医
師
に
な
り
た
い
と
望
む

一
般
の
学
位
資
格
取
得
者
に
対
し
て
も
、
医
師
の
道
が
開
か
れ
る
。
同
時
に
、

よ
り
専
門
的
で
実
践
的
な
医
師
が
養
成
さ
れ
、
医
療
問
題
の
多
様
化
に
対
応

で
き
る
人
材
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

②
法
学
専
門
大
学
院

現
行
の
司
法
試
験
制
度
で
は
、
厳
し
い
筆
記
試
験
等
に
よ
っ
て
知
識
に
重

点
を
置
い
た
選
抜
方
法
を
行
っ
て
い
る
が
、
韓
国
社
会
の
情
報
化
や
国
際
化

に
伴
い
、
法
曹
の
能
力
に
対
す
る
社
会
的
要
求
が

「知
識
」
か
ら

「実
務
」

へ
と
移
行
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
司
法
改
革
委
員
会
は
、
現
行

の
司
法
試
験
制
度
の
見
直
し
と
と
も
に
、
よ
り
現
場
に
近
い
実
務
的
能
力
の

養
成
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
〇
四
年
九
月
末
ま

で
に

「法
曹
養
成

・
選
抜
制
度
改
善
案
」
を
ま
と
め
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
現
在
審
議
さ
れ
て
い
る
改
善
案
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
法
曹
を

専
門
的
に
養
成
す
る
法
学
専
門
大
学
院
(
三
年
制
)
を
開
校
し
、
そ
れ
に
伴

い
司
法
試
験
制
度
も
改
善
す
る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
下
記
の
と
お

り
。

○
現
在
の
司
法
試
験
合
格
者
(
年

一
、
○
○
○
人
)
を
考
慮
し
た
上
で
、
法

学
専
門
大
学
院
の
定
員
を

一
、
二
〇
〇
人
と
し
、
司
法
試
験
合
格
者
が
約

八
○
%
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

○
入
学
選
抜
の
具
体
的
な
内
容
及
び
方
法
は
未
定
で
あ
る
が
、
学
部
時
代
の

成
績
と
語
学
能
力
、
適
性
試
験
、
社
会
活
動
の
経
歴
な
ど
を
総
合
的
に
考

慮
す
る
。

○
法
学
専
門
大
学
院
の
卒
業
者
が
出
る
二
〇

一
一年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
五

年
間
は
現
行
の
司
法
試
験
制
度
と
改
善
後
の
選
抜
制
度
を
併
行
さ
せ
、
現

行
制
度
と
の
接
続
を
行
う
。

○
低
所
得
者
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
を
準
備
す
る
。

●
解
説
●

「
我
が
国
の
高
等
教
育

の
将
来
像
(

答
申
)
」

に
つ
い
て

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
高
等
教
育
企
画
課
高
等
教
育
政
策
室

我
が
国
の
高
等
教
育
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
大
学
審
議
会
や

中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
等
を
踏
ま
え
、
教
育
研
究
の
高
度
化
、
高

等
教
育

の
個
性
化
、
組
織
運
営
の
活
性
化
に
向
け
た
諸
制
度
の
改
革

が
着
実
に
進
捗
し
て
き
て
い
る
。

そ
の
後
、
国
立
大
学
の
法
人
化
、
法
科
大
学
院
等

の
専
門
職
大
学

院
制
度

の
創
設
、
設
置
認
可
の
弾
力
化
と
第
三
者
評
価
制
度
の
導
入

な
ど
の
諸
改
革
も
、
大
学
改
革
に
関
す
る
様
々
な
議
論
に
加
え
て
、

国
全
体

の
行
政
改
革

・
司
法
改
革

・
規
制
改
革
等
と
の
関
連
も
あ
り
、

相
次
い
で
実
現
さ
れ
て
き
て
い
る
。

高
等
教
育
改
革
は
、
こ
れ
ら
の
各
般
の
シ
ス
テ
ム
改
革
の
段
階
か

ら
、
各
機
関
が
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
下
で
教
育

・
研
究
活
動
の
活
性

化
の
成
果
を
具
体
的
に
競
い
合
う
段
階
へ
と
移
行
す
る
最
中
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
で
は
、

平
成
一
三
年
四
月
に
行
わ
れ
た
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問

「今
後
の
高
等

教
育
改
革
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
に
関
し
、
平
成

一
四
年
七
月
か
ら

議
論
を
開
始
し
、
ま
ず
、
平
成

一
六
年
九
月
六
日
に
審
議
の
概
要
を
取

り
ま
と
め
、
公
表
し
た
。
そ
の
後
、
審
議
の
概
要
に
対
す
る
関
係
団
体

や
有
識
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
審
議
を
進
め
、
中
央
教
育

審
議
会
に
お
い
て

一
二
月
二
〇
日
に
中
間
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
公
表

し
た
。
そ
し
て
、
中
間
報
告
に
対
す
る
意
見
募
集
を
踏
ま
え
て
更
に
審

議
を
進
め
、
計
三
六
回
に
わ
た
る
検
討
の
成
果
と
し
て
、
平
成

一
七
年

一
月
二
八
日
に
答
申
を
取
り
ま
と
め
た
。
本
答
申
で
は
、
中
長
期
的

平
成

一
七
(
二
〇
〇
五
)
年
以
降
、
平
成
二
七
(
二
〇

一
五
)
年
～
平

成
三
二
(
二
〇
二
〇
)
年
頃
ま
で
)
に
想
定
さ
れ
る
我
が
国
の
高
等
教

育
の
将
来
像
(
言
わ
ば

「グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
)

と
、
そ
の
内
容
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
が
提
示
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

【基
本
的
考
え
方
】

二

一
世
紀
は
、
「知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高
等

教
育
は
、
個
人
の
人
格
の
形
成
の
上
で
も
社
会

・
経
済

・
文
化
の
発

展

・
振
興
や
国
際
競
争
力
の
確
保
等
の
国
家
戦
略
の
上
で
も
、
極
め
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て
重
要
で
あ
る
。
国
際
競
争
が
激
化
す
る
今
後
の
社
会
で
は
、
国
の

高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
な
い
し
高
等
教
育
政
策
そ
の
も
の
の
総
合
力
が

問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
国
は
、
高
等
教
育
の
経
済
的
基
盤
の
充
実

に
努
め
る
な
ど
、
将
来
に
わ
た

っ
て
高
等
教
育
に
つ
き
責
任
を
負
う

べ
き
で
あ
る
。
特
に
、
人
々
の
知
的
活
動
・創
造
力
が
最
大
の
資
源
で

あ
る
我
が
国
に
と

っ
て
、
優
れ
た
人
材
の
養
成
と
科
学
技
術
の
振
興
は

今
後
の
発
展
の
た
め
の
両
輪
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の

両
者
に
占
め
る
高
等
教
育
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
高
等
教
育

の
危
機
は
社
会
の
危
機
で
も
あ
る
。
我
が
国
社
会
が
活
力
あ
る
発
展

を
続
け
る
た
め
に
は
、
高
等
教
育
を
時
代
の
牽
引
車
と
し
て
社
会
の

負
託
に
十
分
こ
た
え
る
も
の
へ
と
変
革
し
、
社
会
の
側
が
こ
れ
を
積

極
的
に
支
援
す
る
と
い
う
双
方
向
の
関
係
が
不
可
欠
で
あ
る
。

様
々
な
社
会
の
変
化
等
を
踏
ま
え
る
と
、
今
後
は
、
「高
等
教
育
計

画
の
策
定
と
各
種
規
制
」

の
時
代
か
ら

「将
来
像
の
提
示
と
政
策
誘

導
」
の
時
代

へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
国
の
役
割
は
、

①
高
等
教
育
の
在
る
べ
き
姿
や
方
向
性
等
の
提
示
、
②
制
度
的
枠
組

み
の
設
定

・
修
正
、
③
質
の
保
証
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
④
高
等

教
育

機
関

・
社
会

・
学
習
者
に
対
す
る
各
種
の
情
報
提
供
、
⑤
財
政
支
援

等
が
中
心
と
な
る
。

【将
来
像
の
主
な
内
容
】

①
高
等
教
育
の
量
的
変
化
の
動
向

一
八
歳
人
口
が
減
少
を
続
け
る
中
、
大
学

・
短
期
大
学
の
収
容
力

入
学
者
数
÷
志
願
者
数
)
は
平
成

一
九
年
に
は

一
〇
〇
%
に
達
す
る

も
の
と
予
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
学

・
短
期
大
学
の
進
学
率
は
平
成

一
六
年
に
四
九

・
九
%

に
、
専
門
学
校
も
含
め
た
進
学
率
は
七
四

・

五
%
に
達
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
様
々
な
変
化
を
背
景
に
考
え
る
と
、

全
体
規
模
の
面
の
み
か
ら
す
れ
ば
、
高
等
教
育

に
つ
い
て
の
量
的
側

面
で
の
需
要
は
ほ
ぼ
充
足
さ
れ
て
き
て
お
り
、
同
年
齢
の
若
年
人
口

の
過
半
数
が
高
等
教
育
を
受
け
る
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
段
階
の
高

等
教
育
は
既
に
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
、

単
に
全
体
規
模
だ
け
で
は
な
く
分
野
や
水
準
の
面
に
お
い
て
も
、
誰

も
が
い
つ
で
も
自
ら
の
選
択
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
高
等
教
育
の
整

備
、
す
な
わ
ち
、
学
習
機
会
に
着
目
し
た

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

・
ア
ク

セ
ス
」
の
実
現
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
少
子
化
の
影
響
等
に
よ
り
、
在
籍
者
数
が
大
幅
に
減
少
し

て
経
営
が
困
難
と
な
る
機
関
も
出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ

の
際
に
は
、
特
に
在
学
生
の
就
学
機
会

の
確
保
を
最
優
先
に
対
応
策

が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
関
係
機
関
の
協
力
体
制

の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

②
高
等
教
育
の
多
様
な
機
能
と
個
性

・
特
色
の
明
確
化

新
時
代
の
高
等
教
育
は
、
全
体
と
し
て
多
様
化
し
て
学
習
者

の

様
々
な
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
大
学

・
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
門
学
校
が
各
学
校
種
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
付
け

や
期
待
さ
れ
る
役
割

・
機
能
を
踏
ま
え
た
教
育

・
研
究
の
展
開
と
相

互
の
接
続
を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校
ご
と
の
個
性

・
特
色
を

一
層

明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
大
学
は
、
①
世
界
的
研
究

・
教
育
拠
点
、
②
高

度
専
門
職
業

人
養
成
、
③
幅
広
い
職
業
人
養
成
、
④
総
合
的
教
養
教
育
、
⑤
特
定

の
専
門
的
分
野
(
芸
術
、
体
育
等
)

の
教
育

・
研
究
、
⑥
地
域
の
生

涯
学
習
機
会
の
拠
点
、
⑦
社
会
貢
献
機
能
(
地
域
貢
献
、
産
学
官
連

携
、
国
際
交
流
等
)
等
大
学
の
有
す
る
各
種

の
機
能
を
併
有
す
る
が
、

各
大
学
ご
と
の
選
択
に
よ
り
、
保
有
す
る
機
能
や
比
重
の
置
き
方
は

異
な
る
。
そ
の
比
重
の
置
き
方
に
よ
り
、
緩
や
か
に
機
能
別
に
分
化

し
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。

③
高
等

教
育
の
質
の
保
証

学
習
者
の
保
護
や
国
際
的
通
用
性
の
保
持
の
た
め
、
高
等
教
育
の

質
の
保
証
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
各
高
等
教
育
機
関
が
教
育

・
研

究
活
動

の
改
善
と
充
実
に
向
け
て
不
断
に
努
力
す
る
こ
と
は
大
切
で

あ
り
、
そ
の

一
方
で
、
情
報
の
開
示
を
含
め
た
質
の
保
証
の
仕
組
を

整
え
て
効
果
的
に
運
用
す
る
こ
と
は
国
と
し
て
の
重
要
な
責
務
で
あ

る
。
質

の
保
証
の

一
環
と
し
て
の
事
前

・
事
後
の
評
価
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
双
方
の
適
切
な
役
割
分
担
と
協
調
を
確
保
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
個
々
の
高
等
教
育
機
関
が
質

の
維
持

・
向
上
を
図
る
た

め
に
は
、
自
己
点
検

・
評
価
が
ま
ず
も

っ
て
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

教
育
内
容

・
方
法
や
財
務
状
況
等
に
関
す
る
情
報
や
設
置
審
査
、
認

証
評
価
、
自
己
点
検

・
評
価
に
よ
り
明
ら
か
と
な

っ
た
課
題
や
情
報

の
積
極
的
な
開
示
と
活
用
が
必
要
で
あ
る
。

④
各
高
等
教
育
機
関
の
在
り
方

国
際
的
通
用
性
の
あ
る
大
学
教
育
ま
た
は
大
学
院
教
育

の
課
程
の

修
了
に
係
る
知
識

・
能
力
の
証
明
と
し
て
の
学
位
の
本
質
を
踏
ま
え

つ
つ
、
今
後
は
、
教
育
の
充
実
の
観
点
か
ら
、
学
部
や
大
学
院
と
い

っ
た
組
織
に
着
目
し
た
整
理
を
、
学
士

・
修
士

・
博
士

・
専
門
職
学

位
と
い
っ
た
学
位
を
与
え
る

「課
程
」
中
心
の
考
え
方

へ
再
整
理
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

学
士
課
程
は
、
「教
養
教
育
」
や

「専
門
教
育
」
等
の
在
り
方
を
総

合
的
に
見
直
し
て
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
更
に
充
実
し
た
教
育

を
展
開
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
多
様
で
質
の
高
い
教
育

の
展
開
の
た
め
、
教
養
教
育
と
専
門
基
礎
教
育
を
中
心
と
し
て
主
専

攻

・
副
専
攻
の
組
合
せ
を
基
本
と
し
つ
つ
、
専
門
教
育
は
修
士

・
博

士
課
程
や
専
門
職
学
位
課
程
で
完
成
さ
せ
る

「総
合
的
教
養
教
育
型
」

や
、
学
問
分
野
の
特
性
に
応
じ
て
学
士
課
程
段
階
で
専
門
教
育
を
完

成
さ
せ
る

「専
門
教
育
完
成
型
」
等
様

々
な
個
性

・
特
色
を
持

つ
も

の
に
分
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

大
学
院
全
体
に
関
し
て
は
、
課
程
制
大
学
院
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま

え

て
、
教
育
の
課
程
の
組
織
的
展
開
の
強
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
。

修
士
課
程

・
博
士
課
程
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
程
の
目
的

・

役
割
に
応
じ
た
体
系
的
な
教
育
課
程
の
編
成
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

専
門
職
学
位
課
程
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
に
通
用
す
る
高
度
で
専
門

的
な
知
識

・
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
多
様
な

分
野
(
例
え
ば
、
法

曹

・
M
B
A

・
M
O
T
(
技
術
経
営
)
、
公
共
政
策
、
教
員
養
成
等
)
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で
の
創
設

・
拡
充
等
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
高
等
教
育
の
発
展
を
目
指
し
た
社
会
の
役
割

国
は
、
教
育

・
研
究
条
件
の
維
持

・
向
上
や
学
生
支
援
の
充
実
等

に
よ
り
学
習
者
の
学
習
機
会
の
保
障
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

学
生
個
人
の
み
な
ら
ず
現
在
及
び
将
来
の
社
会
も
高
等
教
育
の
受
益

者
で
あ
り
、
「知
識
基
盤
社
会
」
に
お
い
て
は
層
の
厚
い
高
等
教
育
は
社

会
発
展

の
基
盤
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
高
等
教
育

へ

の
公
財
政
支
出
の
拡
充
と
民
間
投
資
の
積
極
的
導
入
に
努
め
る
必
要

が
あ
り
、
公
的
支
出
を
欧
米
諸
国
並
み
に
近
づ
け
て
い
く
よ
う
、
最

大
限
の
努
力
が
必
要
で
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
、
国
民
(
=
納
税
者
)

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

今
後

の
財
政
支
援
は
、
競
争
的
環
境
の
中
で
各
高
等
教
育
機
関
が

持

つ
多

様
な
機
能
に
応
じ
た
形
に
移
行
し
、
機
関
補
助
と
個
人
補
助

の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
、
基
盤
的
経
費
助
成
と
競
争
的
資
源
配
分
を
有

効
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
多
元
的
で
き
め
細
や
か
な
フ
ァ

ン
デ
イ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
国
公
私
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
あ
る
発
展
と
緩
や
か
な
役
割

分
担
、
質

の
高

い
教
育

・
研
究
に
向
け
た
適
正
な
競
争
が
目
指
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

【将
来
像
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
】

将
来
像
の
主
要
な
柱
に
沿

っ
て
、
そ
の
内
容
を
実
現
す
る
た
め
に

必
要
と
考
え
ら
れ
る

「早
急
に
取
り
組
む
べ
き
重
点
施
策
(

一
二
の

提
言
)」
等
を
提
言
し
た
。

①
高
等
教
育
の
量
的
変
化
の
動
向
に
つ
い
て
の
関
連
施
策

人
材
養
成
に
関
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

各
高
等

教
育
機
関
の
経
営
の
改
善

②
高
等
教
育
の
多
様
な
機
能
と
個
性

・
特
色
の
明
確
化
に
つ
い
て
の

関
連
施
策

入
学
者
選
抜

・
教
育
課
程
の
改
善
、
「出
口
管
理
」
の
強
化

留
学
生
交
流
の
促
進

・
充
実

③
高
等
教
育
の
質
の
保
証
に
つ
い
て
の
関
連
施
策

大
学
等
の
設
置
認
可
や
認
証
評
価
等
に
お
け
る
審
査
内
容
や
視

点
の
明
確
化

④
各
高
等
教
育
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
関
連
施
策

教
養
教
育
や
専
門
教
育
等
の
総
合
的
な
充
実

大
学
院
教
育
の
実
質
化

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
大
学
院
の
形
成

助
教
授

・
助
手
の
位
置
付
け
を
含
め
た
教
員
組
織
の
活
性
化

⑤
高
等
教
育
の
発
展
を
目
指
し
た
社
会
の
役
割
に
つ
い
て
の
関
連
施
策

高
等
教
育

へ
の
支
援
の
拡
充

多
元
的
で
き
め
細
や
か
な
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
の
構
築

学
生
支
援
の
充
実

・
体
系
化

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
本
答
申
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
積
極
的

に
高
等
教
育
改
革
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

次号予告

特集◆平成17年 度高等教育行政の展望

1高 等教育改革の現状と将来像

2高 等教育機関の多様な展開

(1)法 人化を契機 とした国立大学法人の取組み

(2)公 立大学について

(3)私 立大学の充実

(4)高 等専門学校の充実

(5)専 修学校教育の充実

3大 学の質の向上のための制度改革

(1)設 置認可制度の弾力化と的確な運用

(2)自 己点検 ・評価 と認証評価制度

(3)国 際的な大学の質保証

4大 学の国際競争力の向上

(1)大 学院の充実 と改革

(2)専 門職大学院制度

(3)卓 越 した研究教育拠点の形成

(4)国 公私立大学を通 じた大学教育改革の支援

5学 生支援の充実等

(1)学 生支援体制の整備

(2)奨 学金事業の充実

(3)就 職支援の充実

(4)留 学生交流の推進

(5)大 学等における社会人受入れの推進

(6)イ ンターンシップ等の産学連携教育の推進

(7)理 工系人材の養成

(8)医 療人の育成

6大 学入学者選抜の改善等

(1)大 学入学者選抜の改善

(2)高 等学校卒業程度認定試験の実施

7学 術研究の振興

8国 際協力 ・交流の推進

編 集 後 記

21世紀 は、新 しい知識 ・情報 ・技術が政治 ・経済 ・文化 をはじめ社会のあ らゆる領域での

活動の基盤 として飛躍的に重要性を増す、いわゆる 「知識基盤社会」の時代 といわれています。

これか らの 「知識基盤社会」にむけて、大学等 に期待 される役割 も変化 しつつあ り、大学

の社会貢献の重要性 が強調 されるようになって きてい ます。当然 のことなが ら、教育や研究

それ自体が長期的観点 からの社会貢献ですが、国際協力、公開講座 、産学官連携等 を通 じた

より直接的な貢献 も求められるようになってお り、社会貢献は言 わば大学等の 「第三の使命」

として とらえてい く時代 となっているもの と考え られます。

また、日本 の高等教育 は同年齢の若年人口の過半数が高等教育 を受けるとい うユニバーサル

段 階に突入 してお り、これにふ さわ しい ものへ と変革を迫 られている と言 うことがで きます。

こう した様々な変化 の中で、今 回の特集 「中央教育審議会答 申」が改革 に取 り組 む各大学

等 の参考になれば幸 いです。


